
「蜂窩織炎・丹毒パス：患者用」 　  　病棟　　   号室　　　　　　様

＊患者さんには、クリニカルパスに基づいた医療を行います 説明年月日：　  　年　 　月　 　日

項目 　　　月　　　日　　　 　　　月　　　日　　　

イベント 入院日 入院中 退院日

食事

清潔

安静

排泄

検査

点滴

内服

説明

【入院時の流れ】
・医師から治療について説明があります
・説明後、入院診療計画書にサインをいただきます
・安全確認の為、名前の書かれたバンドを手に装着
　します
・看護師から入院生活、転倒予防について説明を
　します

【痛みが強い場合】
・痛み止めを飲んでも、痛みが治まら
　ない場合は看護師にお声かけください

・眠れない場合は、睡眠薬を飲むことが
　できます。看護師にお声かけください

【退院後の生活の注意点】
・治療継続のため、内服薬が処方されることが
　あります
　医師の指示に従い内服してください
・患部はマッサージしないでください
・免疫力が低下すると再発することが
　あります
・糖尿病のコントロールをしましょう
・下肢静脈瘤があり、むくみがある場合は
　弾性ストッキングを着用しましょう
・赤く腫れ、痛みがある場合は早めに受診して
　ください
・入浴の制限はありません。患部を石鹸で優しく
　洗い、清潔に保つようにしてください

＊患者さんの状態によりスケジュール内容が多少異なる場合があります。経過についてはその都度個別にご説明いたします。パス作成:2026年7月東京女子医科大学病院

・薬剤師がお薬の内容を確認します
・入院前から内服していたお薬は内容を確認後、医師の指示に従い内服してください
・入院日より痛み止めを内服します（状況に応じて点滴への変更、終了することがあります）

3、7、10日目に採血を予定していますが、
必要時応じて追加で採血や他の検査を行うことがあります

食事の制限はありませんが、持病をお持ちの方は治療食とさせていただきます

　症状に応じてシャワー浴が可能です。医師の指示により変更となる場合がありますので、その都度ご説明いたします
　＊シャワー浴ができない場合は、体拭き・洗髪をおこないます

患部の部位により安静が必要となります
※患部が足の場合は車椅子での移動となります

医師の指示により安静度が変更となる場合があります、その都度ご説明いたします

トイレまでの移動方法は安静度に準じます

入院日より抗生剤の点滴をおこないます
回数は状態に合わせて変更します。１週間を予定していますが、状態により変更しますのでご了承ください


